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１．調査の目的

　本調査は、動物の生体内に取り込まれた場合に、本来、その生体内で営まれている

正常なホルモン作用に影響を与える外因性物質（以下「内分泌攪乱物質」という。）と

して疑いのある物質について、一級河川を対象に全国的な実態の把握を行い、今後の

対策検討のための基礎資料とすることを目的としている。

２．調査方針

　2-1．調査の基本方針

　本調査の基本方針は、以下のとおりとした。

① 水環境中の内分泌攪乱作用が疑われている物質の実態の把握
② 内分泌攪乱作用が疑われている物質による水生生物への影響の把握
③ 内分泌攪乱作用が疑われている物質の流域から河川への流入実態の把握
④ 流域における内分泌攪乱作用が疑われている物質の発生源の推定
⑤ 河川及び下水道における対策の検討
　なお、本調査の実施にあたっては、対象水域、対象物質、分析方法、調査時期

等について、内分泌攪乱物質の全国一斉調査を実施している環境庁等と連携を図

り、調査を行うものとした。

　2-2．平成 11 年度の調査方針

平成 11 年度調査は、上記の基本方針をふまえ、平成 10 年度に引き続き、①一

級河川の直轄管理区間（ダム等を含む）の水環境（水質・底質）を対象として、

内分泌攪乱物質の実態調査及び魚類（コイ）への影響調査、②主な下水処理場へ

の流入下水及び放流水における内分泌攪乱物質の実態調査を行うとともに、平成 11

年度新たに、③流域からの河川への流入実態を把握するための調査、④水質の日

変化を把握するために通日調査を実施した。

調査は、春夏秋冬の４期に分けて実施した。春期は魚類調査を目的とし、魚類

の生息状況を把握するために水質・底質調査を行った。夏期は平成 10 年度と同様

全国の実態調査を目的として調査を実施した。秋期は平成 10 年度実態調査及び夏

期調査を考慮して、調査地点を選定して継続的調査を実施するとともに、流入実

態調査及び通日調査を実施した。冬期は春期と同じ地点で水質調査を実施した。

○春期調査（５～７月実施）

・魚類調査は、主要河川５水系を中心に平成 10 年度に実施した実態調査結果を考

慮して調査地点を選定し、血液中のビテロゲニンの測定及び魚体の観察を行っ

た。

・ 水質・底質調査は、魚類調査を実施する地点において同時に実施した。

○夏期調査（７～９月実施）

・全国の一級河川の中から代表河川を選定し(16 水系)、縦断的に複数箇所の水質

調査を行うとともに、その他の一級河川においては、下流部の代表地点での水

質調査を行った。また、全国の主要下水処理場において、流入下水及び放流水

の水質調査を行った。

・代表河川のうち、主要 12 河川（石狩川、阿武隈川、利根川、荒川、多摩川、綾

瀬川、信濃川、庄内川、淀川、太田川、重信川、筑後川）においては、環境庁

調査との整合を図る観点から、重点的な水質調査を行った。

・ 平成 10 年度に実施した代表河川 15 水系 20 地点において、底質調査を実施した。
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○秋期調査（11 月～12 月実施）

　　・平成 10 年度及び平成 11 年度夏期に実施した実態調査結果等を考慮し、調査地

点の選定を行い、継続的な水質・底質調査を実施した。

・調査対象物質の流入実態を把握するため、選定した区間に流入する、支川、樋

管等の水質調査を実施した。

・水質の時間変化、日変化を把握するため通日調査を実施した。

    ・全国の主要下水処理場において、流入下水及び放流水の水質調査を行った。

○ 冬期調査（２月実施）

・春期調査において実施した地点と同じ地点での水質調査を実施した。
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　2-3．平成 11 年度の調査スケジュール

本年度の調査の調査は、以下のスケジュールで実施した。

  ５月２５日          第４回流域水環境研究会       ・調査方針、調査内容等の検討

  ５～７月 　  　  　                           　 ・魚類調査、水質調査、底質調査

                                                   

  ８～９月  　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ・水質調査、底質調査
　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・下水処理場への流入下水及び
　　　  　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  放流水の調査

    

                                                   ・春期・夏期調査結果の検討
 １０月２９日　　     第５回流域水環境研究会       ・秋期・冬期調査内容等の検討
                                                   ・調査結果のとりまとめ・公表

 
 １１～１２月       　　　　　　　　　             ・水質調査 、底質調査、その他調査
　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　・下水処理場への流入下水及び
　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　放流水の調査

  ２月 　　　　　　　　　　　　                    ・水質調査

    
                                                   ・秋期・冬期調査結果の検討
  ７月     　　       第６回流域水環境研究会    　 ・今後の調査方針等の検討
                                                   ・調査結果のとりまとめ・公表
                                                     

            図２－１  平成 11 年度調査スケジュール

夏　期　調　査

秋　期　調　査

冬　期　調　査

平成 11 年度調査結果の

とりまとめ

春　期　調　査
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３．調査概要

　　調査の構成は、以下に示すとおりであり、概要を表３－１に示す。

         春期調査                     魚類調査

                                      魚類調査のための水質調査

                                      魚類調査のための底質調査

         夏期調査　　　　　　　       水質調査

                                      底質調査

                                      下水道調査

         秋期調査                     水質調査

                                      底質調査

                                      流入実態調査

                                      通日調査

                                      下水道調査

         冬期調査                     魚類調査のための水質調査
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表３－１　　平成１１年度調査の概要

調査時期 調査項目 調査地点 調査内容

魚類調査 コイの成魚の雄 10 尾以上＋雌５尾を捕獲し、

血液中のビテロゲニンの測定、魚体の観察を実

施

水質調査 平成 10 年度実態調査における基本調査対象物

質より、スチレンの２及び３量体を除いた８物

質についての水質分析

春期調査

底質調査

主要５河川を中心に平

成 10 年度の実態調査

結果を考慮して選定

９水系 27 地点

水質調査と同様の項目についての底質分析

水質調査 平成 10 年度後期調査

と同地点で実施

109 水系 261 地点

春期調査と同様の項目についての水質分析

主要河川については、上記８物質に加え、追加

調査対象物質 13 物質についての水質分析

底質調査 平成 10 年度後期調査

と同地点で実施

15 水系 20 地点

水質調査と同様の項目についての底質分析

主要河川については、上記８物質に加え、追加

調査対象物質 16 物質についての底質分析

夏期調査

下水道調査 主要下水処理場

多摩川　４処理場

淀川　　５処理場

平成 10 年度実態調査における基本調査対象物

質より、スチレンの２及び３量体を除いた８物

質についての水質分析

水質調査 実態調査結果を考慮

し、選定した地点

109 水系、140 地点

夏期調査における基本調査対象物質８物質につ

いての水質分析

主要河川については、上記８物質に加え、追加

調査対象物質 13 物質及び追加調査対象物質（そ

の２）２物質についての水質分析

底質調査 実態調査結果を考慮

し、選定した地点

主要 11 河川、11 地点

夏期調査における基本調査対象物質８物質に加

え、追加調査対象物質 16 物質及び追加調査対

象物質（その２）２物質についての底質分析

流入実態調査 2水系

（多摩川､淀川）

対象河川の一定区間において、平成 10 年度、

夏期実態調査結果を考慮し選定した物質につい

て、河川へ流入する実態を把握する

通日調査 １水系

（多摩川）

調査対象物質の水質の時間及び日変化を把握す

る

秋期調査

下水道調査 主要下水処理場

多摩川　４処理場

淀川    ５処理場

夏期調査における基本調査対象物質８物質につ

いての水質分析

冬期調査 水質調査 春期調査と同地点 春期調査と同様の項目についての水質分析
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3-1．調査地点

  調査地点は、表３－２に示すとおりである。

表３－２　調査地点総括表

春期調査 夏期調査 秋期調査 冬期調査

水質調査 ９水系 27地点 109水系 261地点 109水系 140地点 ９水系 27地点

底質調査 ９水系 27地点 15水系 20地点 11河川 11地点

流入実態調査
２水系（多摩川、

淀川）

通日調査 １水系（多摩川）

魚類調査 ９水系 27地点

下水道調査
２水系（多摩川、

淀川）

２水系（多摩川、

淀川）

                         
3-2.調査対象物質

3-2.1 水質調査

1)基本調査対象物質

  平成 10 年度実態調査における基本調査対象物質より、スチレンの２及び３量体を除

いた８物質を対象とした。

  基本調査対象物質を表３－３に示す。

表３－３　基本調査対象物質

分　 　類 No 物　質　名 主　な　用　途

１
４-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

４-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ
ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類

２ ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

 界面活性剤の原料／

　　分解生成物

 

３ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ

４ ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類

５ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ

 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの可塑剤

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｴｽﾃﾙ類 ６ ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ  ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの可塑剤

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ ７ ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ  樹脂の原料

人畜由来ﾎﾙﾓﾝ ８ 17β－ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ       －
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2)追加調査対象物質

  主要 12 河川（石狩川、阿武隈川、利根川、荒川、多摩川、綾瀬川、信濃川、庄内川、

淀川、太田川、重信川、筑後川）の代表地点においては、基本調査対象物質に加えて、

表３－４に示す１３物質を追加調査対象物質とした。秋期調査においては、さらに、

表３－５に示す２物質も追加調査対象物質（その２）とした。

表３－４　追加調査対象物質

Ｎｏ           物　質　名        　   主　な　用　途

１ ﾎﾟﾘ臭化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ類（ＰＢＢｓ） 難燃剤

２ ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類（Ｃ4～Ｃ7） 界面活性剤の原料／分解生成物

３ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ プラスチックの可塑剤

４ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ プラスチックの可塑剤

５ ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚﾝ 石油等燃焼生成物

６ 2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ 染料中間体

７ ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 医薬品合成原料、保香剤等

８ 4-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ 2,4-ｼﾞﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝなどの中間体

９ ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝ （有機塩素系化合物の副生成物）

１０ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾍﾟﾝﾁﾙ （我が国では生産されていない）

１１ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾍｷｼﾙ （我が国では生産されていない）

１２ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙ （我が国では生産されていない）

１３ n-ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 合成中間体、液晶製造用

表３－５　追加調査対象物質（その２）

Ｎｏ           物　質　名        　   主　な　用　途

１ 17α-エストラジオール

２ エチニルエストラジオール 合成エストロジェン（ピル）

3-2.2 底質調査

  底質の調査対象物質は、水質調査における基本調査対象物質(８物質)とした。

　ただし、主要 11 河川（石狩川、阿武隈川、利根川、荒川、多摩川、綾瀬川、信濃川、

庄内川、淀川、重信川、筑後川）の代表地点においては、表３－４に示す追加調査対

象物質、並びにポリ塩化ビフェニール類(ＰＣＢｓ)、トリブチルスズ及びトリフェニ

ルスズも対象とした。秋期調査においては、さらに、表３－５に示す２物質も追加調

査対象物質（その２）とした。
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3-2.3 流入実態調査

調査対象物質は、平成 10 年度夏期実態調査結果を考慮し選定したノニルフェノール、

ビスフェノールＡ、17β-エストラジオール、及びノニルフェノールの分解前の化合物

であるノニルフェノールエトキシレートの４物質を対象とした。

3-2.4 通日調査

調査対象物質は、平成 10 年度夏期実態調査結果を考慮し選定したノニルフェノール、

ビスフェノールＡ、及び 17β-エストラジオールの３物質を対象とした。

3-2.5 下水道調査

  平成 10 年度実態調査における基本調査対象物質より、スチレンの２及び３量体を除

いた８物質を対象とした。
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４．河川における調査

　4-1．水質・底質調査

　　4-1.1 調査内容

  水質調査は、平成 10 年度に引き続き全国一級河川の内分泌攪乱作用が疑われて

いる物質の現状を把握するために、夏期調査においては、平成 10 年度後期調査と

同地点で、また、秋期調査においては、平成 10 年度及び平成 11 年度夏期に実施

した実態調査結果を考慮して調査地点を選定し、それぞれ水質調査を実施した。

調査対象物質は、基本調査対象物質とした。

　また、主要 12 河川（石狩川、阿武隈川、利根川、荒川、多摩川、綾瀬川、信濃

川、庄内川、淀川、太田川、重信川、筑後川）の代表地点においては、基本調査

対象物質に加えて、表３－４に示す１３物質を追加調査対象物質として調査した。

秋期調査においては、さらに、表３－５に示す２物質も追加調査対象物質（その

２）として調査した。

なお、春期及び冬期調査において魚類調査と同じ地点で、基本調査対象物質に

ついての調査を実施した。

底質調査は、夏期調査においては、平成 10 年度と同じ地点で、また、秋期調査

においては、主要 11 河川（石狩川、阿武隈川、利根川、荒川、多摩川、綾瀬川、

信濃川、庄内川、淀川、重信川、筑後川）の代表地点においてそれぞれ底質調査

を実施した。調査対象物質は、基本調査対象物質とした。

また、主要 11 河川の代表地点においては、基本調査対象物質に加えて、表３－

４に示す１３物質の追加調査対象物質、並びにポリ塩化ビフェニール類（ＰＣＢ

ｓ）、トリブチルスズ及びトリフェニルスズを調査対象とした。秋期調査において

は、さらに、表３－５に示す２物質も追加調査対象物質（その２）として調査し

た。

なお、春期調査において魚類調査と同じ地点で、基本調査対象物質についての

調査を実施した。

    1)採水・採泥方法

　試料の採水・採泥にあたっては、調査対象物質がプラスチックの可塑剤など身

の回りの製品に広く使用されている物質であるため、周辺環境の汚染に細心の注

意を払う必要がある。このため、採水・採泥に用いる試料ビンは、あらかじめ分

析機関において十分洗浄を行ったものを使用した。また、特にフタル酸エステル

類の分析では、現地調査段階でも、採水器具に合成樹脂のバケツやロートなどを

用いず、ステンレス製の素材のものを用いたり、直接、試料ビンに採取するなど

細心の注意を払った。

 
　2)分析方法

調査対象物質の分析方法は、環境庁の「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マ

ニュアル(平成 10 年 10 月)」に定める方法を原則とした。
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表４－１　水質調査分析方法の原理

物　質　名 試験方法
検出下限値

(μg/L)

4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

0.01

0.01

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

固相抽出後、酢酸メチル溶出・濃縮後ﾍｷｻ

ﾝに転溶、脱水乾固後、KOH 存在下でエチ

ル化して GC/MS-SIM で測定
0.1

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 0.2

ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ 0.2

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ

塩化ﾅﾄﾘｳﾑを加えてﾍｷｻﾝ抽出後、窒素気流

で濃縮、脱水して、GC/MS-SIM で測定

0.2

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ
塩化ﾅﾄﾘｳﾑを加えてﾍｷｻﾝ抽出後、窒素気流

で濃縮、脱水して、GC/MS-SIM で測定
0.01

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ A ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙと同時測定 0.01

人畜由来のホルモン

17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ

固相抽出後抱合体分解処理は行わず、ｼﾞﾒ

ﾁﾙｽﾙﾎｷｼﾄﾞ(DMSO)に転溶後 ELISA 法で測定
0.0002
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表４－２　底質調査分析方法の原理

物  質  名 試験方法
検出下限値

（μg/kg）

4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

1.0

1.0

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出後 NaCl 溶液転溶、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ抽出

し乾固後、KOH 存在下でエチル化、ケン化

後カラムクロマトグラフで精製し、GC/MS-

SIM で測定 3.0

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 25

ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ 10

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ抽出後 GPC ｶﾗﾑで精製し、濃縮後

 GC/MS-SIM で測定
25

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ抽出後 NaCl 溶液に転溶、ﾍｷｻﾝ抽出

し、濃縮後カラムクロマトグラフで精製

し、GC/MS-SIM で測定

10

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ A ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙと同時測定 0.2

人畜由来のホルモン

17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出後精製水を加え固相抽出、酢酸ｴ

ﾁﾙ・ﾒﾀﾉｰﾙで溶出後乾固、酸分解後乾固、

溶出させ ELISA 法で測定

0.3

  3)精度管理

　本調査の対象となる物質は、非常に低濃度であるため、精度管理に細心の注意

が必要となる。このため調査の実施に当たっては、下記の精度管理を行った。

  精度管理の方法を表４－３に示した。

表４－３  　精度管理方法

項目 平成 11年度

検出下限値 ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ類については、環境庁の調査

に合わせ検出下限値を変更した。

操作ブランク 分析操作の改善を通じて、操作ブラン

ク値の低減を図り、より汚染の少ない

測定条件を検討した。

トラベルブランク

の測定

(ﾌﾀﾙ酸ｴｽﾃﾙ類のみ)

夏期調査の全地点において実施した。

クロスチェック ２河川各１地点の試料を用いて実施し

た。対象物質は基本調査対象物質及び

追加調査対象物質とし、夏期及び秋期

調査で実施した。

二重測定 比較的高濃度の測定結果の確認及び環

境からの汚染の有無を確認するため、

一定の濃度を設定し、この濃度を超え

た試料について二重測定を実施した。
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4)測定値の表記

　測定結果について、数値の表記は、検出下限値以上とし、検出下限値未満の測

定値は次のように表記することとした。

　　ＮＤ：検出下限値未満

5)実施機関

　調査の計画、実施方法の策定及び調査結果のとりまとめについては、（財）河川

環境管理財団が行った。

　調査の実施は建設省の各地方建設局単位で行い、採水及び分析は、各地方建設

局から民間の採水及び分析機関へ委託した。
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4-1.2 調査結果

    1)水質調査

    ①基本調査対象物質の測定結果

　全国の一級河川１０９水系（夏期 261 地点、秋期 140 地点）において、実施し
た水質調査による基本調査対象物質（8 物質）の測定結果を、表４－４～４－７
と図４－１～４－３に示す。

　

a.全国の測定結果

　調査地点全体での測定結果は、表４－４に示すとおりである。

　平成 10 年度、前期・後期調査及び夏期・秋期調査を比較して、調査対象物質毎

の濃度範囲や検出地点数の傾向は、概ね同様の結果となっている。

  調査対象物質の中では、ビスフェノールＡが４割程度の調査地点で検出され、

これらに次いでフタル酸ジ-2-エチルヘキシル、ノニルフェノールの検出が多くみ

られた。

  一方、4-t-オクチルフェノールが、検出下限値が下がったこともあり、平成 10

年度より多く検出されていた。

  また、人畜由来ホルモンの 17β-エストラジオールは平成 10 年度に引き続き７

割を超える地点で検出された。

b.水系別の測定結果

全国１０９水系別の調査対象物質の測定結果は、表４－５に示すとおりであり、

水系別にみても、全国の測定結果と同様の傾向となっている。

c.代表河川１６水系の測定結果

　代表河川１６水系において検出下限値以上が測定された地点は表４－６、４－

７に示すとおりである。
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注）   図中の（  )内の数値は後期検出下限値(0.03)未満の割合

図４－１         調査対象物質別測定結果（基本調査対象物質）
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フタル酸ジﾞ-２-エチルヘキシル
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図４－２        調査対象物質別測定結果（基本調査対象物質）
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アジピン酸ジエチルヘキシル

50

23
20

6
0

83

14

3
0 0

92

6
2 0 0

86

11

2 0 0
0

20

40

60

80

100

不検出 0.01～0.03 0.03～0.1 0.1～0.3 0.3以上

濃度範囲（μｇ/Ｌ）

割
合
（
％
）

Ｈ10前期 Ｈ10後期 Ｈ11夏期 Ｈ11秋期

検
出
下
限
値

ＮＤ（0.01未満）

ビスフェノールＡ

43

34

18

5
1

58

25

14

1 1

56

24

16

3 1

55

21 19

4 1
0

20

40

60

80

100

不検出 0.01～0.03 0.03～0.1 0.1～0.3 0.3以上

濃度範囲（μｇ/Ｌ）

割
合
（
％
）

Ｈ10前期 Ｈ10後期 Ｈ11夏期 Ｈ11秋期

検
出
下
限
値

ＮＤ（0.01未満）

図４－３        調査対象物質別測定結果（基本調査対象物質）
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表 ４－４　河川・ダムにおける基本調査対象物質の測定結果

濃度範囲(μg/L) 検出地点数／調査地点数

物　質　名 平成10年

前期

平成10年

後期

平成11年

夏期

平成11年

秋期

平成10年

前期

平成10年

後期

平成11年

夏期

平成11年

秋期

1/140

(0.7%)4-n-

ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

ND(0.1未満 )

～0.１
ND(0.03未満) ND(0.01未満)

ND(0.01未満)

～0.03

1/256

(0.4%)

0/261

(0%)

0/261

(0%) 0/140

(0%)

8/261

(3.1%)

24/261

(9.2%)

18/140

(12.9%)4-t-

ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

ND(0.1未満 )

～0.1

ND(0.03未満)

～0.7

ND(0.01未満)

～0.24

ND(0.01未満)

～0.48

5/256

(2%) 2/261

(0.8%)

1/261

(0.4%)

1/140

(0.7%)

8/261

(3.1%)

24/261

(9.2%)

19/140

(13.4%)

１

4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

ND(0.1未満 )

～0.1

ND(0.03未満)

～0.7

ND(0.01未満)

～0.24

ND(0.01未満)

～0.48

6/256

(2.3%) 2/261

(0.8%)

1/261

(0.4%)

1/140

(0.7%)

135/261

(51.7%)
２ ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

ND(0.1未満 )

～1.9

ND(0.03未満)

～3.0

ND(0.1未満)

～2.0

ND(0.1未満)

～3.3

110/256

(43%) 52/261

(19.9%)

35/261

(13.4%)

19/140

(13.6%)

３
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷ

ｼﾙ

ND(0.2未満)

～9.4

ND(0.2未満)

～4.8

ND(0.2未満)

～2.4

ND(0.2未満)

～1.3

131/256

(51.2%)

96/261

(36.8%)

66/261

(25.3%)

50/140

(35.7%)

４ ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ
ND(0.2未満)

～1.0

ND(0.2未満)

～3.1
ND(0.2未満) ND(0.2未満)

3/256

(1.2%)

3/261

(1.1%)

0/261

(0%)

0/140

(0%)

５ ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ
ND(0.2未満)

～1.3

ND(0.2未満)

～0.8

ND(0.2未満)

～0.6

ND(0.2未満)

～0.4

69/256

(27.0%)

39/261

(14.9%)

28/261

(10.7%)

14/140

(10.0%)

６
ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ジ-2-ｴﾁ

ﾙﾍｷｼﾙ

ND(0.01未満)

～0.16

ND(0.01未満)

～0.05

ND(0.01未満)

～0.05

ND(0.01未満)

～0.03

127/256

(49.6%)

44/261

(16.9%)

21/261

(8.0%)

18/140

(12.9%)

７ ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ
ND(0.01未満)

～1.4

ND(0.01未満)

～1.3

ND(0.01未満)

～0.64

ND(0.01未満)

～0.65

147/256

(57.4%)

109/261

(41.8%)

115/261

(44.1%)

63/140

(45.0%)

217/261

(83.1%)

167/261

(64.0%)

94/140

(67.1%)７物質のいずれ

かの検出
－ － － －

245/256

(95.7%) 191/261

(73.2%)

166/261

(63.6%)

93/140

(66.4%)

８ 17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ
ND(0.0002未

満)～0.027

ND(0.0002未

満)～0.024

ND(0.0002未

満)～0.0098

ND(0.0002未

満)～0.013

222/256

(86.7%)

189/261

(72.4%)

196/261

(75.1%)

100/140

(71.4%)

・ＮＤ：検出下限値未満

・濃度範囲における(　)は検出下限値、検出地点数／調査地点数における(　)は検出割合を示す。
・4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙについては、秋期の検出下限値でみた検出地点数の後に、前期の検出下限値でみ
た検出地点数を［　］により併記した。
・4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙについては、後期、夏期及び秋期の検出下限値でみた検出地点数の後に、前期の
検出下限値でみた検出地点数を［　］により併記した。
・ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙについては、後期検出下限値だけが前期、夏期及び秋期と異なるため、後期の検出下限
値でみた検出地点数の後に、前期、夏期及び秋期の検出下限値でみた検出地点数を［　］によ
り併記した。
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表４－５　　水系（１０９水系）別の測定結果

4-n- ｵ ｸ

ﾁﾙﾌｪﾉｰ

ﾙ

4-t- ｵ ｸ

ﾁﾙﾌｪﾉｰ

ﾙ

4-n- ｵ ｸ

ﾁﾙﾌｪﾉｰ

ﾙ

4-t- ｵ ｸ

ﾁﾙﾌｪﾉｰ

ﾙ

ﾉﾆﾙﾌｪﾉ

ｰﾙ

ﾌ ﾀ ﾙ 酸

ｼﾞ-2- ｴ

ﾁﾙﾍｷｼﾙ

ﾌ ﾀ ﾙ 酸

ﾌﾞﾁﾙﾍﾞ

ﾝｼﾞﾙ

ﾌ ﾀ ﾙ 酸

ｼ ﾞ -n-

ﾌﾞﾁﾙ

ｱｼﾞﾋﾟﾝ

酸 ｼ ﾞ -

2-ｴﾁﾙﾍ

ｷｼﾙ

ﾋﾞｽﾌｪﾉ

ｰﾙ A

７物質の

いずれか

の検出

17β-

ｴｽﾄﾗｼﾞ

ｵｰﾙ

平成10年

前期
1/109 3/109 4/109 55/109 57/109 3/109 24/109 69/109 66/109 102/109 93/109

平成10年

後期
0/109

4/109
[1/109]

4/109
[1/109]

64/109
[24/109]

39/109 2/109 13/109 29/109 46/109
91/109
[75/109]

70/109

平成11年

夏期
0/109

14/109
[1/109]

14/109
[1/109]

22/109 39/109 0/109 18/109 20/109 42/109
75/109
[75/109]

82/109

平成11年

秋期
1/109

11/109
[1/109]

12/109
[1/109]

12/109 37/109 0/109 13/109 16/109 42/109
71/109
[70/109]

72/109

・検出下限値以上の地点が確認された水系数／調査水系数
・4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙについては、後期、夏期及び秋期の検出下限値でみた検出水系数の後に、前期の
検出下限値でみた検出水系数を［　］により併記した。
・ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙについては、後期検出下限値だけが前期及び夏期と異なるため、後期の検出下限値でみ
た検出水系数の後に、前期及び夏期の検出下限値でみた検出水系数を［　］により併記した。
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表４－６　　代表河川１６水系別の測定結果（１）

     ・検出下限値以上の値が確認された地点数／調査地点数
・網掛けの部分は、４回の調査において全て検出された水系
・4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙについては、後期、夏期及び秋期の検出下限値でみた
検出地点数の後に、前期の検出下限値でみた検出地点数を［　］によ
り併記した。
・ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙについては、後期検出下限値だけが前期、夏期及び秋期と異なるため、後期の検出下限
値でみた検出地点数の後に、前期、夏期及び秋期の検出下限値でみた検出地点数を［　］により
併記した。

上段  ：平成 10年度前期調査
中上段：平成 10年度後期調査
中下段：平成 11年度夏期調査
下段  ：平成 11年度秋期調査

4-n- ｵ ｸ ﾁ ﾙ
ﾌｪﾉｰﾙ

4-t- ｵ ｸ ﾁ ﾙ
ﾌｪﾉｰﾙ

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ
ﾌ ﾀﾙ酸 ｼﾞ-2-
ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ

ﾌ ﾀﾙ酸 ﾌﾞ ﾁ
ﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ

ﾌ ﾀﾙ酸 ｼ ﾞ-
n-ﾌﾞﾁﾙ

ｱ ｼ ﾞ ﾋﾟ ﾝ酸
ｼ ﾞ -2- ｴ ﾁ ﾙ
ﾍｷｼﾙ

ﾋﾞ ｽﾌｪﾉ ｰﾙ
A

７物質のい
ずれかの検
出

17β - ｴ ｽ ﾄ
ﾗｼﾞｵｰﾙ

1/18 0/18 1/18 13/18 2/18 0/18 0/18 2/18 6/18 16/18 18/18

0/18 0/18 0/18 6/18[1/18] 5/18 0/18 0/18 6/18 5/18 11/18 14/18

0/18 0/18 0/18 0/18 2/18 0/18 2/18 0/18 7/18  9/18 17/18

0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 1/1

0/7 1/7 1/7 7/7 1/7 0/7 5/7 1/7 3/7 7/7 7/7

0/7 0/7 0/7 4/7[3/7] 3/7 0/7 0/7 1/7 4/7 5/7 5/7

0/7 0/7 0/7 2/7 2/7 0/7 0/7 0/7 4/7 4/7 6/7

0/4 2/4[0/4] 2/4[0/4] 0/4 4/4 0/4 0/4 0/4 4/4 4/4 4/4

0/51 3/51 3/51 3/51 49/51 0/51 27/51 9/51 27/51 51/51 49/51

0/51 4/51[2/51] 4/51[2/51]
24/51[12/51
]

35/51 0/51 17/51 3/51 27/51 45/51 44/51

0/51 7/51[1/51] 7/51[1/51] 10/51  5/51 0/51  2/51 0/51 28/51 31/51 44/51

0/9 4/9[1/9] 4/9[1/9] 3/9 4/9 0/9 0/9 0/9 8/9 8/9 9/9

0/12 0/12 0/12 7/12 7/12 0/12 0/12 11/12 4/12 12/12 11/12

代 0/12 0/12 0/12 6/12[1/12] 7/12 0/12 6/12  1/12 3/12 10/12 12/12

0/12 0/12 0/12 1/12 0/12 0/12 0/12  0/12 9/12  9/12 11/12

0/3 0/3 0/3 0/3 0/3 0/3 0/3 0/3 2/3 2/3 3/3

表 0/2 0/2 0/2 0/2 2/2 0/2 0/2 0/2 1/2 2/2 1/2

0/2 0/2 0/2 0/2 0/2 0/2 2/2 0/2 0/2 2/2 2/2

0/2 0/2 0/2 0/2 0/2 0/2 0/2 0/2 0/2 0/2 2/2

16 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 1/1 1/1 1/1

0/3 0/3 0/3 0/3 3/3 0/3 2/3 0/3 0/3 3/3 2/3

0/3 0/3 0/3 1/3[0/3] 3/3 0/3 1/3 0/3 1/3 3/3 3/3

水 0/3 1/3[0/3] 1/3[0/3] 1/3 0/3 0/3 0/3 0/3 1/3 1/3 3/3

0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 1/1 1/1 0/1

0/6 0/6 0/6 5/6 3/6 0/6 2/6 2/6 6/6 6/6 6/6

系 0/7 2/7[0/7] 2/7[0/7] 6/7[5/7] 0/7 0/7 2/7 0/7 7/7 7/7 7/7

0/7 3/7[0/7] 3/7[0/7] 2/7 0/7 0/7 0/7 0/7 6/7 6/7 7/7

0/4 0/4 0/4 0/4 0/4 0/4 0/4 0/4 2/4 2/4 3/4

0/1 0/1 0/1 1/1 1/1 0/1 0/1 1/1 1/1 1/1 1/1

0/1 0/1 0/1 1/1 0/1 0/1 0/1 0/1 1/1 1/1 1/1

0/1 1/1[0/1] 1/1[0/1] 1/1 0/1 0/1 0/1 0/1 1/1 1/1 1/1

0/1 1/1[0/1] 1/1[0/1] 1/1 1/1 0/1 0/1 0/1 1/1 1/1 1/1

0/1 0/1 0/1 1/1 1/1 0/1 0/1 0/1 1/1 1/1 1/1

0/1 0/1 0/1 1/1 0/1 0/1 0/1 0/1 1/1 1/1 1/1

0/1 1/1[0/1] 1/1[0/1] 1/1 0/1 0/1 0/1 0/1 1/1 1/1 1/1

0/1 0/1 0/1 0/1 1/1 0/1 0/1 0/1 1/1 1/1 1/1

0/5 0/5 0/5 0/5 3/5 0/5 1/5 0/5 4/5 4/5 4/5

0/5 0/5 0/5 1/5[0/5] 3/3 0/5 1/5 0/5 1/5 3/5 5/5

0/5 0/5 0/5 0/5 0/5 0/5 0/5 0/5 2/5 2/5 5/5

0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1

0/4 0/4 0/4 4/4 3/4 0/4 0/4 3/4 4/4 4/4 4/4

0/4 0/4 0/4 4/4[3/4] 2/4 0/4 0/4 0/4 3/4 4/4 4/4

0/4 2/4[0/4] 2/4[0/4] 2/4 0/4 0/4 1/4 1/4 4/4 4/4 2/4

0/3 0/3 0/3 0/3 0/3 0/3 0/3 0/3 3/3 3/3 3/3

0/2 1/2 1/2 2/2 0/2 0/2 0/2 2/2 2/2 2/2 2/2

0/2 0/2 0/2 1/2[0/2] 1/2 0/2 1/2 1/2 2/2 2/2 2/2

0/2 1/2[0/2] 1/2[0/2] 1/2 0/2 0/2 0/2 0/2 1/2 1/2 2/2

0/2 1/2[0/2] 1/2[0/2] 1/2 1/2 0/2 0/2 0/2 1/2 1/2 2/2

0/19 0/19 0/19 18/19 2/19 0/19 0/19 12/19 15/19 19/19 19/19

0/21 1/21[0/21] 1/21[0/21] 19/21[9/21] 0/21 0/21 0/21 4/21 11/21
21/21[15/21
]

19/21

0/21 0/21 0/21  2/21 7/21 0/21 0/21  0/21 10/21 11/21 17/21

1/10 4/10[0/10] 5/10[0/10] 6/10 7/10 0/10 2/10 3/10 7/10 9/10 10/10

0/9 0/9 0/9 0/9 0/9 0/9 8/9 8/9 9/9 9/9 3/9

0/9 0/9 0/9 1/9[0/9] 0/9 0/9 1/9 3/9 3/9 6/9 4/9

0/9 0/9 0/9 0/9 6/9 0/9 0/9 1/9 8/9 9/9 1/9

0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 1/1 1/1 1/1

0/4 0/4 0/4 2/4 4/4 0/4 4/4 4/4 2/4 4/4 2/4

0/4 0/4 0/4 4/4[2/4] 0/4 0/4 2/4 0/4 3/4 4/4[3/4] 4/4

0/4 0/4 0/4 1/4 4/4 0/4 4/4 0/4 3/4 4/4 2/4

0/1 1/1[0/1] 1/1[0/1] 1/1 1/1 0/1 1/1 1/1 1/1 1/1 1/1

0/3 0/3 0/3 0/3 1/3 0/3 0/3 3/3 1/3 3/3 3/3

0/5 0/5 0/5 1/5[0/5] 4/5 0/5 0/5 1/5 0/5 5/5[4/5] 2/5

0/5 0/5 0/5 0/5 4/5 0/4 0/5 0/5 0/5 4/5 1/5

0/2 0/2 0/2 0/2 2/2 0/2 0/2 0/2 0/2 2/2 2/2

水系名
4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

富士川
(5地点秋
1)

信濃川
(4地点秋
3)

庄内川
(2地点)

相模川
(1地点)

石狩川
（18地点
秋1）

阿武隈川
(7地点秋
4)

利根川
(51地点秋
9)

荒川
(12地点秋
3)

久慈川
(2地点秋
1)

太田川
(9地点秋
1)

重信川
(4地点秋
1)

筑後川
(前3後5夏
5秋2)

那珂川
(3地点秋
1)

多摩川
(前6後7夏
7秋4)

鶴見川
(1地点)

淀川
(前19後21
夏21秋10)
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表４－７　　代表河川１６水系別の測定結果（２）

4-n- ｵ ｸ ﾁﾙ
ﾌｪﾉｰﾙ

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰ
ﾙ

　ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-

ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ

ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙ
ﾍﾞﾝｼﾞﾙ

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-
n-ﾌﾞﾁﾙ

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸
ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍ
ｷｼﾙ

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA
７物質のいずれか

の検出

17β-ｴｽﾄﾗ
ｼﾞｵｰﾙ

1/147 5/147 6/147 63/147 82/147 0/147 49/147 58/147 86/147 144/147 133/147

0/152 7/152[2/152] 7/152[2/152] 80/152[38/152] 63/152 0/152 33/152 20/152 72/152 130/152[122/152] 129/152

0/152 16/152[1/152] 16/152[1/152] 24/152 30/152 0/152  9/152  2/152 85/152 97/152 122/152

1/45 13/45[1/45] 14/45[1/45] 12/45 21/45 0/45 3/45 5/45 34/45 37/45 42/45

0/109 0/109 0/109 47/109 49/109 3/109 20/109 69/109 61/109 101/109 89/109

0/109 1/109[0/109] 1/109[0/109] 55/109[14/109] 33/109 3/109  6/109 24/109 37/109 87/109[69/109] 61/109

0/109 8/109[0/109] 8/109[0/109] 11/109 36/109 0/109 19/109 19/109 30/109 69/109 74/109

0/95 5/95[0/95] 5/95[0/95] 7/95 29/95 0/95 11/95 13/95 30/95 58/95[57/95] 59/95

4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

（秋期のみ95地点）

その他の水系

９３水系

(109地点)

代表16水系の合計

・検出下限値以上の値が確認された地点数／調査地点数

・4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙについては、後期、夏期及び秋期の検出下限値でみた
検出地点数の後に、前期の検出下限値でみた検出地点数を［　］によ
り併記した。
・ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙについては、後期検出下限値だけが前期、夏期及び秋期と異なるため、後期の検出下限
値でみた検出地点数の後に、前期、夏期及び秋期の検出下限値でみた検出地点数を［　］により
併記した。

上段  ：平成 10年度前期調査
中上段：平成 10年度後期調査
中下段：平成 11年度夏期調査
下段  ：平成 11年度秋期調査
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  ②追加調査対象物質の測定結果
　主要１２河川において実施した水質調査による追加調査対象物質の測定結果を、

表４－８に示す。

　4-t-ブチルフェノール、4-n-ペンチルフェノール、4-n-ヘキシルフェノール、2,4

－ジクロロフェノール、ベンゾフェノン、4-ニトロトルエンがそれぞれ検出され、

平成 10 年度に検出された物質は、11 年度においてもほぼ同様に検出された。

  また、秋期調査で追加された２物質については、17α-エストラジオールが４地点、

エチニルエストラジオールが２地点でそれぞれ検出された。

表４－８　　追加調査対象物質の測定結果

濃度範囲(μg/L) 検出地点数／調査地点数

物質名 平成10年

前期

平成10年

後期

平成11年

夏期

平成11年

秋期

平成10

年

前期

平成10

年

後期

平成11

年

夏期

平成11

年

秋期

4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ND(0.01未満)
ND(0.01未満)

～0.01

ND(0.01未満)

～0.03

ND(0.01未満)～

0.04
0/5 1/5 2/12 2/12

4-n-ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ND(0.01未満) ND(0.01未満) ND(0.01未満)
ND(0.01未満)～

0.03
0/5 0/5 0/12 2/12

4-n-ﾍｷｼﾙﾌｪﾉｰﾙ ND(0.01未満) ND(0.01未満) ND(0.01未満)
ND(0.01未満)～

0.01
0/5 0/5 0/12 1/12

4-n-ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ND(0.01未満) ND(0.01未満) ND(0.01未満) ND(0.01未満) 0/5 0/5 0/12 0/12

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ ND(0.2未満) ND(0.2未満) ND(0.2未満) ND(0.2未満) 0/5 0/5 0/12 0/12

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙ ND(0.2未満) ND(0.2未満) ND(0.2未満) ND(0.2未満) 0/5 0/5 0/12 0/12

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾍﾟﾝﾁﾙ ND(0.2未満) ND(0.2未満) ND(0.2未満) ND(0.2未満) 0/5 0/5 0/12 0/12

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾍｷｼﾙ ND(0.2未満) ND(0.2未満) ND(0.2未満) ND(0.2未満) 0/5 0/5 0/12 0/12

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ ND(0.2未満) ND(0.2未満) ND(0.2未満) ND(0.2未満) 0/5 0/5 0/12 0/12

ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚﾝ ND(0.01未満) ND(0.01未満) ND(0.01未満) ND(0.01未満) 0/5 0/5 0/12 0/12

2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ
ND(0.01未満)

～0.01
ND(0.01未満)

ND(0.01未満)

～0.05

ND(0.01未満)～

0.07
1/5 0/5 2/12 2/12

ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ
ND(0.01未満)

～0.01

ND(0.01未満)

～0.02

ND(0.01未満)

～0.84

ND(0.01未満)～

0.15
2/5 3/5 3/12 3/12

4-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ ND(0.01未満) ND(0.01未満) ND(0.01未満)
ND(0.01未満)～

0.01
0/5 0/5 0/12 1/12

ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝ ND(0.03未満) ND(0.03未満) ND(0.03未満) ND(0.03未満) 0/5 0/5 0/12 0/12

n-ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ ND(0.01未満) ND(0.01未満) ND(0.01未満) ND(0.01未満) 0/5 0/5 0/12 0/12

ﾎﾟﾘ臭化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ類 ND(0.03未満) ND(0.03未満) ND(0.03未満) ND(0.03未満) 0/5 0/5 0/12 0/12

17α-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ - - -
ND(0.0001未満)

～0.0055
- - - 4/12

ｴﾁﾆﾙｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ - - -
ND(0.0001未満)

～0.0009
- - - 2/12

・ＮＤ：検出下限値未満

・濃度範囲における(　)は検出下限値を示す。
・網掛けの部分は、検出された地点があることを示す。
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2)底質調査
一級河川１５水系（夏期 20 地点、秋期 11 地点）において、実施した底質調査の
測定結果は表４－９、４－１０に示すとおりである。

河川の底質は、河床の状況、出水等の流況によりその性状は大きく異なることか

ら、今回の調査結果が、その河川の平均的な底質を示しているわけではないことに

留意する必要がある。

   
①基本調査対象物質の測定結果

　調査地点全体での測定結果は、表４－９に示すとおりである。

　調査対象物質の中では、ノニルフェノール、フタル酸ジ-2-エチルヘキシル、ビ

スフェノールＡが多くの地点で検出されるなど、平成 10 年度の底質調査と同様の

傾向を示した。

  また、水質調査と比較して調査地点は少ないものの、水質調査と同様の物質に

ついて検出されており、これらの物質が底質中にも同様に存在していることがあ

らためて確認された。

　

表４－９   底質調査における基本調査対象物質の測定結果

濃度範囲(μg/kg) 検出地点数／調査地点数

物質名
平成10年

後期

平成11年

夏期

平成11年

秋期

平成10年

後期

平成11年

夏期

平成11年

秋期

4-n-

ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ
ND(1 未満) ND(1 未満) ND(1 未満)

0/20

(0%)

0/20

(0%)

0/11

(0%)

4-t-

ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

ND(1 未満)～

21

ND(1 未満)～

91

ND(1 未満)～

67

5/20

 (25%)

6/20

 (30%)

3/11

(27%)

4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ

ND(1 未満)～

21

ND(1 未満)～

91

ND(1 未満)～

67

5/20

 (25%)

6/20

 (30%)

3/11

(27%)

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ
ND(3 未満)～

880

ND(3 未満)～

2700

ND(3 未満)～

1400

18/20

 (90%)

16/20

 (80%)

9/11

 (82%)

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ
ND(25 未満)～

3400

ND(25 未満)～

2900

ND(25 未満)～

700

19/20

  (95%)

17/20

  (85%)

8/11

  (73%)

ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ
ND(10 未満)～

14

ND(10 未満) ～

30
ND(10 未満)

4/20

  (20%)

1/20

(5%)

0/11

(0%)

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ
ND(25 未満)～

100

ND(25 未満) ～

110

ND(25 未満) ～

40

6/20

  (30%)

4/20

(20%)

2/11

(18%)

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ジ-2-ｴﾁﾙﾍｷ

ｼﾙ

ND(10 未満)～

10
ND(10 未満) ND(10 未満)

1/20

  (5%)

0/20

(0%)

0/11

(0%)

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ
ND(0.2 未満)～

11

ND(0.2 未満)～

89

ND(0.2 未満)～

26

19/20

  (95%)

17/20

  (85%)

9/11

(82%)

17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ
ND(0.3 未満)～

1.3

ND(0.3 未満)～

1.0

ND(0.3 未満)～

1.2

11/20

  (55%)

5/20

  (25%)

5/11

(45%)
・ＮＤ：検出下限値未満
・濃度範囲における(　)は検出下限値、検出地点数／調査地点数における(　)は検出割合を示
す。
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②追加調査対象物質の測定結果

　主要１１河川において実施した追加調査対象物質の測定結果は、表４－１０に

示すとおりである。

　調査対象物質の中では、4-t-ブチルフェノール、フタル酸ジエチル、ベンゾ(a)

ピレン、ベンゾフェノン、4-ニトロトルエン及びポリ塩化ビフェニール類（ＰＣ

Ｂｓ）の６物質が検出され、平成 10 年度とほぼ同様の結果であった。また、秋期

調査で追加された２物質については、17α-エストラジオールが２地点、エチニル

エストラジオールが１地点でそれぞれ検出された。

表４－１０ 底質調査における追加調査対象物質の測定結果

濃度範囲(μg/kg) 検出地点数／調査地点数

物質名
平成10年

後期

平成11年

夏期

平成11年

秋期

平成10年

後期

平成11年

夏期

平成11年

秋期

4-t-ﾌﾞﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ND(1未満) ～1.4 ND(1未満) ～4.2 ND(1未満) ～2.4 1/5 2/11 2/11

4-n-ﾍﾟﾝﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ND(1未満) ND(1未満) ND(1未満) 0/5 0/11 0/11

4-n-ﾍｷｼﾙﾌｪﾉｰﾙ ND(1未満) ND(1未満) ND(1未満) 0/5 0/11 0/11

4-n-ﾍﾌﾟﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ ND(1未満) ND(1未満) ND(1未満) 0/5 0/11 0/11

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙ ND(10未満) ND(10未満) ND(10未満) ～18 0/5 0/11 1/11

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙ ND(10未満) ND(10未満) ND(10未満) 0/5 0/11 0/11

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾍﾟﾝﾁﾙ ND(10未満) ND(10未満) ND(10未満) 0/5 0/11 0/11

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞﾍｷｼﾙ ND(10未満) ND(10未満) ND(10未満) 0/5 0/11 0/11

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｼｸﾛﾍｷｼﾙ ND(10未満) ND(10未満) ND(10未満) 0/5 0/11 0/11

ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚﾝ ND(1未満)～39 ND(1未満)～27 ND(1未満)～170 4/5 6/11 5/11

2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ ND(1未満) ND(1未満) ND(1未満) 0/5 0/11 0/11

ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ ND(1未満)～4.8 ND(1未満)～4.0 ND(1未満)～7.8 1/5 3/11 2/11

4-ﾆﾄﾛﾄﾙｴﾝ ND(1未満) ND(1未満) ND(1未満)～3.5 0/5 0/11 1/11

ｵｸﾀｸﾛﾛｽﾁﾚﾝ ND(1未満) ND(1未満) ND(1未満) 0/5 0/11 0/11

n-ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ ND(1未満) ND(1未満) ND(1未満) 0/5 0/11 0/11

ﾄﾘﾌﾞﾁﾙｽｽﾞ
ND(0.1未満)～

0.4

ND(0.1未満) ～

2.6
ND(0.1未満) 4/5 1/11 0/11

ﾄﾘﾌｪﾆﾙｽｽﾞ ND(0.1未満) ND(0.1未満) ND(0.1未満) 0/5 0/11 0/11

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ類 ND(1未満)～3.7 ND(1未満)～13 ND(1未満)～2.2 3/5 4/11 3/11

ﾎﾟﾘ臭化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ類 ND(５未満) ND(５未満) ND(５未満) 0/5 0/11 0/11

17α-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ - -
ND(0.01未満) ～

3.0
- - 2/11

ｴﾁﾆﾙｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ - -
ND(0.01未満) ～

0.17
- - 1/11

・ＮＤ：検出下限値未満

・濃度範囲における(　)は検出下限値を示す。

・網掛けの部分は、検出された地点があることを示す。
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4-2 流入実態調査

 4-2.1 調査内容

平成 10 年度調査で検出された調査対象物質の河川での実態を把握するとともに河

川における物質収支を検討した。対象河川の一定区間に流入する支川等の水質及び

流量を環境庁と連携して測定することにより、本川に対する負荷量を把握するとと

もに、それぞれの流域における土地利用状況（工場、事業所、農地等）を調査した。

対象河川は、平成 10 年度および平成 11 年度夏期調査において縦断方向の調査を

実施した代表河川のうち、内分泌攪乱作用が疑われている物質の検出状況、流域の

状況等を考慮して、多摩川及び淀川を選定した。

  調査対象物質は、ノニルフェノール、ノニルフェノールエトキシレート、
ビスフェノールＡ、及び 17β-エストラジオールとした。

　調査結果は、下水道調査及び環境庁が同時に実施した流入支川等の水質調査の結

果を合わせて取りまとめることとした。

   1)採水方法

  各調査地点において６時間毎に４回採水し、試料を混合して１検体とした。本川の
調査地点においては、左岸、右岸及び中央の各地点でそれぞれ採水・混合し、各地点

ごとに１検体とした。

2)分析方法

調査対象物質の分析方法は、環境庁の「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュ

アル(平成 10 年 10 月)」に定める方法を原則とした。

  ただし、ノニルフェノールエトキシレートについては、表４－１１に示す方法によ

り行った。

表４－１１　ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙｴﾄｷｼﾚｰﾄの分析方法の原理

物  質  名 試験方法
検出下限値

（μg/L）

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙｴﾄｷｼﾚｰﾄ
固相抽出後ﾒﾀﾉｰﾙ溶出し、HPLC-FLD で測

定
0.1
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4-2.2 調査結果

　測定結果は、図４－４～４－９に示すとおりである。なお、環境庁が実施した流入

支川の調査についてはデータの精査が終了しておらず、解析に含めることができなか

ったため、データの確定を待ってさらに検討を進めることが必要である。

以下に、現時点における調査結果とその考察を示すが、これらの調査結果は流量測

定や水質分析における誤差を含むものであること及び河川中での調査対象物質の挙動

には未解明の部分が多いという制約の下で考察を行っていることに十分留意する必要

がある。

1)多摩川水系における調査

　

・ ノニルフェノールについては、拝島橋では少ないながら上流からの負荷がみられ

る。その後、流下量は拝島橋から日野橋の区間で大きく増加するが、下水処理場

からの流入負荷量を上回っていることから、支川又は調査対象としていない排出

源からの流入あるいは河川内での生成が増加に寄与している可能性が示唆される。

日野橋と関戸橋の区間では、ほとんど増加が見られない。日野橋から関戸橋の区

間においても、拝島橋から日野橋の区間と同様に浅川や下水処理場からの流入負

荷があるにもかかわらず、流下量の増加が見られないことから、河川水中からの

減少が示唆される。なお、ノニルフェノールとノニルフェノールエトキシレート

（分解してエトキシレート基が分解すると、最終的にはノニルフェノールが生成

する）の関係については、検出下限値未満の地点が多く評価できなかった。

・ ビスフェノール A については、拝島橋ではほとんど上流からの負荷はない。拝島

橋から日野橋までの区間では、下水処理場からの流入負荷量を大きく上回る流下

量の増加がみられ、支川又は調査対象としていない排出源からの負荷が増加に寄

与している可能性が示唆される。また、日野橋と関戸橋の区間では、浅川や下水

処理場からの流入負荷があるものの、本川の流下量は減少しており、河川水中か

らの減少が示唆される。

・ 17β―エストラジオールについては、拝島橋では上流からの負荷はほとんどない。

その後、拝島橋から日野橋の区間で流下量が増加するものの、下水処理場からの

流入負荷量を下回っている。一方、日野橋と関戸橋の区間では、ほとんど増加が

見られない。日野橋から関戸橋の区間においても、拝島橋から日野橋の区間と同

様に浅川や下水処理場からの流入負荷があることから、河川水中からの減少が示

唆される。
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＜流量＞ 単位：m3/ｓ

拝島橋 距離
2.7

2.9 6.5
km

日野橋
5.4

1.4

0.91 4.8
km

関戸橋
7.7

＜ノニルフェノール＞ 単位：ｇ／日
（  ）内は濃度(μg/L )

拝島橋 距離
12
(0.051)

27 6.5
(0.11) km

日野橋
70
(0.15)

44
(0.36)

11 4.8
(0.14) km

関戸橋
70
(0.11)

図－４．４    多摩川における流入実態調査結果

    注） 内の数値は、直轄河川及び下水道の調査結果から収支を算出したものである。
△は負の値であることを示す。

下水処理場

下水処理場

  浅川流入

下水処理場

下水処理場

・支川流入等　　　　　          △0.2

・支川流入等　　　　　　　　　　　0

・支川流入等
・未調査排出源　　　　　　　　　31
・河川内での変化

・支川流入等
・未調査排出源　　　　　　　　　△55
・河川内での変化

  浅川流入
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＜ビスフェノールＡ＞ 単位：ｇ／日
（  ）内は濃度(μg/L )

拝島橋 距離
1.2
(0.0051)

6.2 6.5
(0.025) km

日野橋
55
(0.12)

3.1
(0.025)

3.9 4.8
(0.050) km

関戸橋
31
(0.047)

＜17β-エストラジオール＞ 単位：ｇ／日
（  ）内は濃度(μg/L )

拝島橋 距離
0.040
(0.00017)

6.1 6.5
(0.024) km

日野橋
2.5
(0.0053)

0.3
                 (0.0025)

2.0 4.8
(0.026) km

関戸橋
2.7
(0.0040)

図－４．５    多摩川における流入実態調査結果（その２）

    注） 内の数値は、直轄河川及び下水道の調査結果から収支を算出したものである。
△は負の値であることを示す。

下水処理場

下水処理場

下水処理場

下水処理場

  浅川流入

・支川流入等
・未調査排出源　　　　　　　　　47.8
・河川内での変化

・支川流入等
・未調査排出源　　　　　　　　△31
・河川内での変化

・支川流入等
・未調査排出源　　　　　　　　△3.64
・河川内での変化

・支川流入等
・未調査排出源　　　　　　　　 △2.1
・河川内での変化

  浅川流入
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2)淀川水系における調査

  桂川、宇治川及び木津川が合流する三川合流地点より下流の区間では、流入及び取

水の関係が複雑であり、現時点で負荷量の収支について考察することが困難であるた

め、その他の区間を中心に考察した。

・ノニルフェノールについては、桂川では久我井堰で上流からの負荷がみられ、

久我井堰から淀川合流前の区間で流下量は大きく増加しているが、下水処理場

から流入する負荷量を上回っていることから、支川又は調査対象としていない

排出源からの負荷あるいは河川内での生成が増加に寄与している可能性が示唆

される。宇治川では淀大橋における上流からの流下量が多く、淀大橋から淀川

合流前の区間で大きく増加しているが、下水処理場から流入する負荷量を大き

く上回っていることから、支川又は調査対象としていない排出源からの流入あ

るいは河川水中での生成が増加に寄与している可能性が示唆される。ノニルフ

ェノールとノニルフェノールエトキシレート（分解してエトキシレート基が分

解すると、最終的にはノニルフェノールが生成する）の関係については、ノニ

ルフェノール：ノニルフェノールエトキシレートの比が、桂川 1：40、宇治川 1：
20、木津川は検出下限値未満の数値が多く不明、三川合流後 1：16、淀川大堰 1：
12 であり、流下するにしたがってその比率が小さくなっていることから、河川
中でのノニルフェノールエトキシレートの分解が示唆される。

・ ビスフェノール A については、桂川の久我井堰における上流からの流下量は比較

的少なく、久我井堰から宮前橋の区間で増加しているが、下水処理場からの流入

負荷量を上回っていることから、支川又は調査対象としていない汚染源からの流

入が増加に寄与している可能性が示唆される。また、宮前橋から三川合流前の区

間では、下水処理場からの流入負荷があるものの、流下量は減少している。一方、

宇治川では淀大橋における上流からの流下量が多く、淀大橋から淀川合流前の区

間では、下水処理場からの流入負荷があるものの流下量が減少していることから、

河川水中からの減少が示唆される。

・ 17βエストラジオールについては、桂川では久我井堰において上流からの負荷が

みられ、久我井堰から三川合流前の区間では、下水処理場からの流入負荷がある

ものの流下量が減少している。また、宇治川では淀大橋において上流からの負荷

がみられ、淀大橋から三川合流前の区間では、流下量が増加するものの、下水処

理場からの流入負荷量を下回っていることから、河川水中からの減少が示唆され

る。
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＜流量＞ 単位：m
3
/ｓ

宇治川

桂川
6.8

　淀大橋
124

7.9 0.90   距離　1.5 km
14

119
1.5

木津川
18

14

  距離　5.2 km

135

19
距離　8.0 km

106

枚方大橋

0.27

12 30 距離　14.0 km

74

淀川大堰

図－４．６    淀川における流入実態調査結果

    注： 注） 内の数値は、直轄河川及び下水道の調査結果から収支を算出したものである。
△は負の値であることを示す。

下水処理場

下水処理場
宮前橋

下水処理場

 芥川流入

神崎川流出

久我井堰
下

△0.7　その他の流入等

 その他の流入等　△6

支川流入等　　　2.5

支川流入等　　   △10

その他の流入等　　10

  取水

  取水
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＜ノニルフェノール＞ 単位：ｇ／日
（  ）内は濃度（μg/L ）

宇治川

桂川
106
(0.18)

　淀大橋

354
69 (0.033)
（0.10） 8.0   距離　1.5 km

244 (0.10)
(0.20)

867
13 (0.085)
(0.10) 木津川

345
(0.22) 153

(0.13)

  距離　5.2 km

1577
(0.14)

230
(0.14) 距離　8.0 km

1014
(0.11)

枚方大橋

1.4
(0.060)

104 285 距離　14.0 km
(0.10) (0.11)

610
(0.10)

淀川大堰

図－４．７    淀川における流入実態調査結果（その２）

    注： 注1） 内の数値は、直轄河川及び下水道の調査結果から収支を算出したものである。
△は負の値であることを示す。

 注2) 取水の数値は、実測の取水量に取水地点上流の最も近い河川調査地点の物質濃度を
       乗じて推定したものである。
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  芥川流入

 神崎川流出

久我井堰
下

・支川流入等

・未調査排出源　　　　　　　　　８８
・河川内での変化

　　　　        ・その他の流入等

69　　         ・未調査排出源
　　　        　・河川内での変化

・支川流入等
・未調査排出源　　　　　　  　 △333
・河川内での変化

・その他の流入等
・未調査排出源　  　　         △16.4
・河川内での変化

・その他の流入等

・未調査排出源　　　505
・河川内での変化

  取水

  取水
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＜ビスフェノールＡ＞ 単位：ｇ／日
（  ）内は濃度（μg/L ）

宇治川

桂川
10
(0.017)

　淀大橋

161
14 (0.015)
(0.020) 5.4   距離　1.5 km

37 (0.069)
(0.031)

130
1.0 (0.013)
(0.0076) 木津川

31
(0.020) 14

(0.012)

  距離　5.2 km

148
(0.013)

21
(0.013) 距離　8.0 km

124
(0.014)

枚方大橋

0.50
(0.021)

15 36 距離　14.0 km
(0.014) (0.014)

79
(0.012)

淀川大堰

図－４．８    淀川における流入実態調査結果（その３）

    注： 注1） 内の数値は、直轄河川及び下水道の調査結果から収支を算出したものである。
△は負の値であることを示す。

 注2) 取水の数値は、実測の取水量に取水地点上流の最も近い河川調査地点の物質濃度を
       乗じて推定したものである。
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　　　　          ・その他の流入等
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・未調査排出源　　  △36.4
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・河川内での変化
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＜17β-エストラジオール＞ 単位：ｇ／日
（  ）内は濃度（μg/L ）

宇治川

桂川
2.6

(0.0044)
　淀大橋

2.2
6.9 (0.00020)

(0.010) 1.6   距離　1.5 km
2.9 (0.021)
(0.0025)

3.4
0.98 (0.00033)

(0.0075) 木津川
2.0
(0.0013) 0.22

(0.00018)

  距離　5.2 km

4.6
(0.00040)

0.66
(0.00040) 距離　8.0 km

3.4
(0.00037)

枚方大橋

0.0070
(0.00030)

0.26 0.96 距離　14.0 km
(0.00025) (0.00037)

1.9
(0.00029)

淀川大堰

図－４．９    淀川における流入実態調査結果（その４）

  注： 注1） 内の数値は、直轄河川及び下水道の調査結果から収支を算出したものである。
△は負の値であることを示す。

 注2) 取水の数値は、実測の取水量に取水地点上流の最も近い河川調査地点の物質濃度を
       乗じて推定したものである。
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・その他の流入等

・未調査排出源　　   △0.4
・河川内での変化

・支川流入等
・未調査排出源　　　　　△1.88
・河川内での変化

  取水

  取水
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４-3.通日調査

  4-3.1 調査内容

都市部に隣接する河川の水質は、人間の生活活動に伴い１日の中でも変動する。

河川における内分泌攪乱作用が疑われている物質の量を把握するのに１日１回の

採水でその河川の濃度を代表できるのか検討を行うため通日調査を実施した。

また、曜日による水質の変動を把握するため、平日及び休日に採水を実施した。

対象河川は、平成 10 年度および平成 11 年度夏期調査において縦断方向の調査を

実施した代表河川のうち、内分泌攪乱作用が疑われている物質の検出状況、流域の

状況等を考慮し、多摩川を選定した。

調査地点は拝島橋、関戸橋、浅川（多摩川支川）新井橋の３地点とした。

  調査対象物質は、ノニルフェノール、ビスフェノールＡ、及び 17β-エストラジ

オールとし、一般項目として、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、及び導電率を測定した。

1)採水方法

　水質の日変動の周期性を確認するため、３時間毎の採水とし 48 時間調査を行った。

調査日は平水時の平日としたが、休日にも３時間毎の採水とし 24 時間調査を行った。

2)分析方法

調査対象物質の分析方法は、環境庁の「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュ

アル(平成 10 年 10 月)」に定める方法を原則とした。

  4-3.2 調査結果

  多摩川において３日間（平日 48 時間、休日 24 時間）の通日調査を実施した結果、
以下に示したことが明らかになった。

  なお、通日調査における測定結果は、図４－10～４－12に示すとおりである。

・調査地点における１日の間の測定値の経時変動を、日平均値に対する最大変動割合で

みると、ノニルフェノールは、拝島橋で全測定値不検出、関戸橋及び浅川新井橋でそ

れぞれ 40％及び 50％の変動を示したが、これらは検出下限値付近での変動であった。

また、ビスフェノールＡは、拝島橋で全測定値不検出、関戸橋で 30％、浅川新井橋で

140％の変動を示し、17β-エストラジオールは、拝島橋で 70％、関戸橋で 40％、浅川

新井橋で 30％の変動を示した。

・浅川の新井橋地点では、ビスフェノールＡが金曜日と土曜日の夜中に高い値を示し、

また、ＢＯＤとＳＳが、土曜日の日中に高い値を示すなど、対象物質により短時間

に大きな変動がみられたことから、浅川は対象物質により経時変動があり、さらに

平日と休日では経時変動の状況に差がある可能性がある。

・経時変動の状況でみると、調査対象物質と一般項目との相関はあまりないと考えら

れる。
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図４－10  多摩川・拝島橋における濃度経時変化
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図４－11   浅川・新井橋における濃度経時変化
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図４－12  多摩川・関戸橋における濃度経時変化
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4-4．魚類調査

4-4.1 調査内容

河川等に生息する生物に対する内分泌撹乱作用が疑われている物質の影響として、

女性ホルモン様作用による雄の雌性化が指摘されていることから、平成 10 年度に
引き続き、今回の調査でも、雌性化の状況の目安になると言われている雄の血液中

のビテロゲニンに着目した調査を実施した。また、今回の調査では、魚類調査とあ

わせて水質及び底質調査も実施した。

ビテロゲニンとは、卵黄タンパクの前駆物質（魚の卵に栄養源として貯えられる

卵黄の基となる物質）と呼ばれるタンパク質であり、産卵に備えて体内に卵を持っ

ている雌の血液中にはごく普通に存在する物質であるが、通常、雄の血液中にはほ

とんど存在しないと考えられている。一方、実験的に女性ホルモンを投与すると、

雄でも血液中にビテロゲニンが誘導されることが知られており、外因性の女性ホル

モン様物質による影響を受けているかどうかを知る目安となる物質である。

  調査は、９水系２７地点において実施した。

1)調査対象魚
調査は、コイを対象魚種として行った。これは、内分泌攪乱作用に関する研究報

告のある魚種、全国の河川に広く生息する魚種、通常の成長段階では雌雄の転換が

起こりにくい魚種、ビテロゲニンの測定キットが利用できる魚種であることを考慮

し、選定したものである。

対象とするコイの大きさは、一般的に生殖腺の肉眼観察により、雌雄判別が可能

な全長３０㎝以上であることを原則とした。

2)調査方法
調査は、コイの産卵期にあたる５月から 7 月にかけて、各調査地点あたり１回を
基本として行った。但し、１回の調査で必要尾数のコイが確保できなかった場合は、

再度、調査を行った。

調査対象魚は、原則として調査日の３日前から当日までに採捕し、いけすや活魚

タンクなどを利用して、血液採取まで調査地点の河川中または近傍で蓄養しておい

た。調査では、生きた状態にある調査対象魚から血液を採取し、血液中のビテロゲ

ニンの測定等を行った。
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4-4.2 調査結果

  1)採捕状況

一級河川９水系２７地点で、コイ４４０尾を調査対象魚として採捕した。採補し

た調査対象魚の尾数を表４－１２に示す。

調査にあたり、１地点あたりコイ１５～２０尾の採補を原則とした。一部に採捕

できたコイの尾数が少なかった調査地点もあったが、２７調査地点のうち２１地点

で１０尾以上のコイを採捕できたことから、今回の調査は、平成 10 年度の調査よ
り適した時期に行われたものと考えられる。

採捕したコイ４４０尾のうち、４０１尾が全長３０㎝以上であった。また、４４

０尾のうち、４２９尾について雌雄の判別ができた。

表４－１２　　コイの採捕尾数　　　　（単位：尾）

雄 雌 性別不明 計

２５２ １７７ １１ ４４０

2)ビテロゲニンの測定

今回の調査で採捕した４４０尾のコイについて、血清中のビテロゲニン濃度を測

定した。雄コイの血清中のビテロゲニン濃度の測定結果を表４－１３に示す。

雄コイ２５２尾のうち、１７５尾は血清中のビテロゲニン濃度が 0.1μg／mL 未満
であった。残りの７７尾のうち、４３尾が 0.1μg／mL 以上、２５尾が 1μg／mL 以
上、９尾が 10μg／mL 以上であった。

表４－１３　　雄コイの血清中のビテロゲニン測定結果　（単位：尾）

ビテロゲニン濃度範囲（血清１mL あたり）

0.1μg 未満 0.1μg 以上 １μg 以上 10μg 以上

計

175(69.4%) 43(17.1%) 25(9.9%) 9(3.6%) 252

今回の調査結果は、平成 10 年度の調査とほぼ同様の傾向を示しており、平成 10
年度の調査と同様に、採捕した一部の雄コイの血清中にビテロゲニンが確認された。

このビテロゲニンは体内で生成されたと考えられる。

雄コイが体内でビテロゲニンを生成する要因としては、同じ場所に生息する雌の

コイが排出する女性ホルモン、餌等により摂取する女性ホルモン用作用を持つ植物

性のホルモン様物質、河川水中の人畜由来の女性ホルモン、女性ホルモン様作用を

持つ化学物質などが考えられる。しかし、現時点では、河川内で雄コイにビテロゲ

ニンを生成させた要因を特定することはできなかった。

今回の調査では、血清中のビテロゲニン濃度が 10μg／mL 以上の雄コイは、採捕
した２５２尾のうち９尾であった。今回の調査とは、調査時期や使用されたビテロ

ゲニンの測定キットなどが異なるため、単純な比較はできないものの、同じくコイ

を対象として行われたアメリカ全土２５地点の調査（U.S.Geological Survey Open-
File Report 96-627）では、４６尾／２７５尾（16.7%）の雄コイの血漿中から 10
μg／mL 以上のビテロゲニンが検出されたと報告されている。

また、今回の調査において、雄コイと同時に測定を行ったコイの雌１７６尾の血
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清中のビテロゲニン濃度は、卵巣が未熟な状態にある雌（成熟サイズに達していな

い個体と産卵後で卵巣内の卵がほぼ再吸収された個体）で<0.1～8,000μg／mL、卵

巣が産卵前の状態にある雌で 1,000～54,000μg／mL、卵巣が産卵直後の状態にある

雌で 330～64,000μg／mL であった。
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５．下水道における調査

 5-1.調査内容
5-1.1採水方法

調査対象物質は、可塑剤、界面活性剤など、環境中で一般に確認される物質であ

るため、試料の採取にあたっては、周辺環境からの汚染を受けないように細心の注

意を払った。

採水に用いる試料ビン、採水器具については、合成樹脂のビン、バケツ、ロート

等を用いず、ガラス製、ステンレス製のものを用いるものとし、試料ビン等は分析

機関において十分洗浄するとともに、採水現場においても全て共洗いした後に使用

した。

採水は、対象とする処理場毎に流入下水及び放流水について実施した。なお、採

水時刻については、今年度はより平均的なサンプルを採取するため、一部の処理場

を除きコンポジット採水を基本とした。

  5-1.2 分析方法
調査対象物質の分析方法は、より下水の特性に応じた手法として平成 10 年度にと
りまとめた「下水道における内分泌攪乱化学物質水質調査マニュアル」に定める方

法を採用した。表５－１に、調査対象物質毎の分析方法の概要と検出下限値 1)、定

量下限値 2)を示す。

注 1)：検出下限値：測定しようとする物質の存在が確認できる最低の量

注 2)：定量下限値：数値として濃度を示すことができる最低の量

表５－１　　分析方法の原理と検出下限値、定量下限値

物質名
検出下限値

(μg/L)
定量下限値

(μg/L)
平成 11年度調査における方法

(平成 10年度後期調査と同一法)
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.1 0.3

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 0.1 0.3

溶媒(ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ)抽出後、ｼﾘｶｹﾞﾙｶﾗﾑｸﾘﾝｱｯ
ﾌﾟ(溶出溶媒:ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ)、脱水･濃縮し
て、GC/MS-SIMで測定し、内部標準
法(IS法)で定量。

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 0.2 0.6

ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ 0.2 0.6

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 0.2 0.6

溶媒抽出(ﾍｷｻﾝで振とう 2回抽出)後、ﾌ
ﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑｸﾘﾝｱｯﾌﾟ、窒素気流で濃縮･脱

水して、GC/MS-SIMで測定｡
流入下水、放流水ともにｻﾛｹﾞｰﾄ物質を

添加する方法(ｻﾛｹﾞｰﾄ法)で定量。

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 0.01 0.03 塩化ﾅﾄﾘｳﾑを加えて、溶媒(ﾍｷｻﾝ)抽出後、
ｼﾘｶｹﾞﾙｶﾗﾑｸﾘﾝｱｯﾌﾟ(溶出溶媒:ｱｾﾄﾝ:ﾍｷｻﾝ
(5:95))、脱水･濃縮して、GC/MS-SIM
で測定し、ｻﾛｹﾞｰﾄ法で定量。

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ 0.01 0.03 溶媒(ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ)抽出後、ｼﾘｶｹﾞﾙｶﾗﾑｸﾘﾝｱｯ
ﾌﾟ(溶出溶媒:ｱｾﾄﾝ)、濃縮･ﾄﾘﾒﾁﾙｼﾘﾙ
(TMS)誘導体化して、GC/MS-SIMで
測定し、IS法で定量。

17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ 0.0002 0.0006 固相抽出後、（ｼﾞﾒﾁﾙｽﾙﾎｷｼﾄﾞ）DMSO
転用し、ELISA法で測定。
(酵素複合体に試料及び抗体を添加して培養
後、基質と発色液を添加して静置し、反応停

止液を添加して吸光度測定。抱合体分解なし)
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         サロゲート物質は前処理前に添加
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5-1.3 精度管理方法

　本調査の対象となる物質は極めて低濃度であることから、その測定値の信頼性

を高めるため、精度管理に特段の注意を払った。

そこで、各分析機関は、表５－２に示す精度管理手法を導入し、分析精度を確

保するものとした。

・ 操作ブランク値試験は、全ての物質で検出下限値以下に確保できた。

・ 検出下限値及び定量下限値試験は、全ての物質で目標を満足した。

・ 二重測定及びクロスチェックは、流入下水・放流水とも全ての物質で目標を

満足した。

表５－２　精度管理方法（１）

項目 内　容

検出下限値

及び定量下

限値試験

目標とする検出下限値及び定量下限値※を設定し、各分析機関はこの下限値を

満足する測定条件を確立し、測定を行った。

事

前

及

び

調

査

実

施

時

評

価

操作ブラン

ク値試験
分析操作を行う場合、環境及び試薬等からの汚染の度合いを操作ブランクの測

定（精製水を対象に同一の分析操作を行い、対象物質の濃度を測定）により確

認し、できるだけ汚染の少ない測定条件を確保するものとした。操作ブランク

値は、目標検出下限値以下を確保することを基準とした。

トラベルブ

ランク
環境からの汚染の可能性の高い物質（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ）について、一部の
処理場の放流水採水地点において、トラベルブランクの測定（市販のﾌﾀﾙ酸用

試験水を、調査地点で一端開栓を行った後閉栓し、試料水の前処理から調査、

測定まで試料と同じ操作を行い、準備から分析までの環境からの汚染の程度を

把握すること）を実施した。

クロスチェ

ック
検出濃度の高いと予測される物質については、クロスチェック（複数の分析機

関(本調査:3 機関）で同一試料についてそれぞれ測定すること）を実施し、変
動が所定の範囲内であることを確認した。

対象物質は、ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ A、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙと
し、定量下限値以上の試料について、変動が 30％以下であることを目標とし
た。

二重測定 全ての測定物質について、二重測定（同一試料について前処理からの全ての操

作を繰り返し２回測定すること）を行い、定量下限値以上の試料について、変

動が 30％以下であることを目標とした。

調

査

実

施

時

評

価

その他

(再測定等)
分析は、採水後可及的速やかに実施し、測定結果は遅滞なく分析機関より報告

を行わせるものとした。

なお、異常値である可能性があると判断された場合には、速やかに再測定を実

施し、当初の測定値との変動率が所定の範囲内であることを確認し、分析上で

の問題ではないことを確認した。

異常値の可能性の判断は、流入下水と放流水との濃度逆転現象や減少率が他の

処理場と大きく異なる場合や、昨年度調査結果との比較、減少率が他の処理場

と大きく異なる場合を目安とした。
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5-1.4 測定値の表記

測定結果について、数値の表記は、定量下限値以上とし、定量下限値未満の

測定値は次のように表記することとした。

ＮＤ：検出下限値未満

ｔｒ：検出下限値以上かつ定量下限値未満

定量下限値を下回る低濃度の試料を対象とした場合、定量下限値以上の試料

に比べ、二重測定等の精度管理結果からも、測定値の変動が大きく、その数値

はある程度の幅を持つと考えられる。

また、下水試料の特性（夾雑物等が多いこと）より、環境水に比べ低濃度の

測定が困難であることから、検出下限値以上かつ定量下限値未満の測定値につ

いては、ｔｒ（trace）の表記を行う。なお、参考値として測定値を括弧書きで
併記するが、変動が大きいため数値の信頼性が低いことに留意する必要がある。

5-1.5 実施機関

調査の計画、実施方法の策定及び調査結果のとりまとめについては、関係自治

体の協力を得て、財団法人下水道新技術推進機構が実施した。同機構では、「下水

道における環境ホルモン対策検討委員会（委員長：松尾友矩 教授）」を設置し、
下水道に係わる内分泌攪乱物質の分析方法や挙動等の検討を行っている。

なお、採水及び分析は、民間の分析機関へ委託した。
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5-2.調査結果
平成 11年度の下水道調査では、多摩川水系及び淀川水系の９処理場において流入下
水及び放流水調査を実施した。

5-2.1流入下水における測定結果

平成 11 年度夏期、秋期調査及び平成 10 年度の後期調査での、流入下水における
測定結果を表５－３に示す。

平成 11年度の測定結果については、調査対象物質（８物質）全てがいずれかの処
理場において検出されており、特にノニルフェノール、ビスフェノ－ルＡ、フタル

酸ジ-2-エチルヘキシル、フタル酸ジ-n-ブチル、アジピン酸ジ-2-エチルヘキシル、17
β-エストラジオールは、対象の全処理場の流入下水で定量下限値以上の濃度であっ
た。

表５－３　　流入下水における基本調査対象物質の測定結果

範囲 中央値 定量下限値 tr ND
以上

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ H10後期 ND～2.3 0.3 5/10 4/10 1/10

[0.1(0.3)] H11夏期 tr(0.1)～0.9 tr(0.2) 4/9 5/9 0/9

H11秋期 ND～2.8 tr(0.2) 4/9 4/9 1/9

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ　 H10後期 1.7～75 7.5 10/10 0/10 0/10

[0.1(0.3)] H11夏期 2.5～16 5.6 9/9 0/9 0/9

H11秋期 2.5～28 3.6 9/9 0/9 0/9

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ　 H10後期 11～48 27 10/10 0/10 0/10

[0.2(0.6)] H11夏期 2.1～25 4.4 9/9 0/9 0/9

H11秋期 8.1～31 14 9/9 0/9 0/9

ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ　 H10後期 ND～1.9 tr(0.2) 3/10 4/10 3/10

[0.2(0.6)] H11夏期 ND～tr(0.3) ND 0/9 3/9 6/9

H11秋期 ND～0.7 ND 2/9 2/9 5/9

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ　 H10後期 1.1～4.4 2.2 10/10 0/10 0/10

[0.2(0.6)] H11夏期 1.0～4.9 2.6 9/9 0/9 0/9

H11秋期 1.4～9.5 4.5 9/9 0/9 0/9

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ　 H10後期 0.35～2.5 1.2 10/10 0/10 0/10

[0.01(0.03)] H11夏期 0.06～0.11 0.07 9/9 0/9 0/9

H11秋期 0.03～0.27 0.08 9/9 0/9 0/9

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA H10後期 0.35～2.0 1.0 10/10 0/10 0/10

[0.01(0.03)] H11夏期 0.31～2.9 0.76 9/9 0/9 0/9

H11秋期 0.38～0.97 0.54 9/9 0/9 0/9

17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ H10後期 0.032～0.052 0.040 10/10 0/10 0/10

[0.0002(0.0006)] H11夏期 0.0097～0.048 0.028 9/9 0/9 0/9

H11秋期 0.028～0.084 0.044 9/9 0/9 0/9

注）H10前期調査における測定は試行分析として実施したため集計からは除外した。

測定範囲(μg/L) 検出状況(該当地点数／調査地点数)物質名

[検出下限値(定量下限値) (μg/L)]
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5-2.2放流水における測定結果

平成 11 年度夏期、秋期調査及び平成 10 年度の前・後期調査での、放流水におけ
る測定結果を表５－４に示す。

平成 11年度の測定結果については、流入下水に比べ、検出された物質数は少なく、
また、測定範囲も小さな値となっている。全ての処理場において定量下限値以上の

濃度で検出された物質は、17β-エストラジオールのみである。フタル酸ブチルベン
ジルは全ての処理場で検出下限値以下であった。

    表５－４　　放流水における基本調査対象物質の測定結果

範囲 中央値 定量下限値 tr ND
以上

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ　1) H10前期 ND～tr(0.1) ND 0/10 1/10 9/10

[0.1(0.3)] H10後期 ND～tr(0.1) tr(0.1) 0/10 6/10 4/10

H11夏期 ND ND 0/9 0/9 9/9

H11秋期 ND～tr(0.1) ND 0/9 1/9 8/9

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ　1) H10前期 tr(0.2)～0.7 0.4 7/10 3/10 0/10

[0.1(0.3)] H10後期 tr(0.1)～0.9 0.4 9/10 1/10 0/10

H11夏期 ND～0.4 tr(0.2) 4/9 3/9 2/9

H11秋期 ND～tr(0.2) tr(0.1) 0/9 5/9 4/9

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ
　1)

H10前期 ND～4.9 0.6 5/10 2/10 3/10

[0.2(0.6)] H10後期 ND～4.0 1.5 7/10 2/10 1/10

H11夏期 ND～1.9 tr(0.2) 2/9 5/9 2/9

H11秋期 ND～tr(0.5) ND 0/9 4/9 5/9

ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ　1) H10前期 ND ND 0/10 0/10 10/10

[0.2(0.6)] H10後期 ND ND 0/10 0/10 10/10

H11夏期 ND ND 0/9 0/9 9/9

H11秋期 ND ND 0/9 0/9 9/9

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ　1) H10前期 ND～tr(0.5) ND 0/10 4/10 6/10

[0.2(0.6)] H10後期 ND～tr(0.2) ND 0/10 2/10 8/10

H11夏期 ND～tr(0.2) ND 0/9 2/9 7/9

H11秋期 ND～tr(0.3) ND 0/9 2/9 7/9

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ
　2)
H10前期 tr(0.02)～0.15 0.07 8/10 2/10 0/10

[0.01(0.03)] H10後期 ND～0.04 ND 1/10 0/10 9/10

H11夏期 ND～tr(0.02) ND 0/9 3/9 6/9

H11秋期 ND～0.04 ND 1/9 3/9 5/9

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA H10前期 tr(0.01)～0.51 0.06 9/10 1/10 0/10

[0.01(0.03)] H10後期 ND～0.14 0.04 6/10 3/10 1/10

H11夏期 ND～0.08 tr(0.02) 4/9 3/9 2/9

H11秋期 tr(0.01)～0.30 0.03 5/9 4/9 0/9

17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ H10前期 0.0032～0.055 0.014 10/10 0/10 0/10

[0.0002(0.0006)] H10後期 0.0028～0.030 0.012 10/10 0/10 0/10

H11夏期 0.0022～0.028 0.0074 9/9 0/9 0/9

H11秋期 0.0012～0.030 0.010 9/9 0/9 0/9
1) 前期調査と後期、夏期及び秋期調査とで分析方法が異なる
2) 前期調査は内部標準法による定量、後期、夏期及び秋期調査はサロゲート法による定量

物質名 測定範囲(μg/L)

[検出下限値(定量下限値) (μg/L)]

検出状況(該当地点数／調査地点数)
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5-2.3 流入下水と放流水との比較について

平成 11 年度夏期、秋期調査及び平成 10 年度後期調査での、流入下水と放流水を
比較した各物質毎の下水処理場における減少率を表５－５に、また全処理場データ

の中央値による流入下水と放流水の比較を図５－１に示す。

17β-エストラジオールは中央値における減少率が 70％程度であり、ノニルフェ
ノール、フタル酸ジ-2-エチルヘキシル、ビスフェノールＡの３物質における中央値
による減少率が 90％以上となっていた。
流入下水と放流水の検出濃度の比較から、下水処理場は、流入水中の調査対象物

質に対して概ね大きな削減効果を有していることが再確認された。

表５－５　　処理場における減少率（平成 10年度後期調査及び平成 11年度調査）

    注：中央値：流入下水及び放流水それぞれの中央値から算定した。
　　　　　    　”－”は流入下水の中央値が定量下限値未満、あるいは放流水の中央値が検出下限値未満の場合で、

算出不能として扱った。

　    　範囲　：流入下水が定量下限値以下であった場合は算出していない。
　　　　　　　　放流水が NDの場合、減少率は便宜上検出下限値を用いて算出し、”＞○％”と表記。
　　　　　　　　（この計算方法上の扱いから、算出された減少率の値が小さいｹｰｽが、流入下水の濃度が低い場

合で見られる。）

中央値 範囲
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ H10後期 － ＞67％～96％ 流入がNDの場合あり

H11夏期 － ＞67％～＞89％

H11秋期 － ＞67％～＞96％ 流入がNDの場合あり

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ H10後期 94% 76％～99％

H11夏期 ＞96% 84％～＞99％

H11秋期 ＞97% ＞92％～＞99％

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ H10後期 94% 82％～＞99％

H11夏期 ＞95% ＞86％～＞99％

H11秋期 － ＞97％～＞99％

ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ H10後期 － ＞67％～＞90％ 流入がNDの場合あり

H11夏期 － 流入が定量下限値以下,算出不能

H11秋期 － ＞67％～＞71％ 流入がNDの場合あり

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ H10後期 － 82％～＞96％

H11夏期 － ＞80％～＞96％

H11秋期 － ＞86％～＞98％

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ H10後期 － 97％～＞99％

H11夏期 － ＞67％～＞91％

H11秋期 － 56％～＞96％

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA H10後期 95% 84％～＞99％

H11夏期 ＞97% 91％～＞99％

H11秋期 94% 43%～＞98％

17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ H10後期 70% 40％～93％

H11夏期 74% 10％～95％

H11秋期 77% 28％～97％

物質名
減少率

備考



47

図５－１　　流入下水と放流水の中央値の比較

内分泌撹乱化学作用の疑いのある化学物質
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６．まとめ

　平成 10 年度前期（７～８月）及び後期（11～12 月）、並びに平成 11 年度春期（５
～７月）、夏期（７～９月）、秋期（11～12 月）及び冬期（２月）の調査を通じて、主
に以下のような点が明らかとなった。

①河川における調査

・水質調査

　ノニルフェノール、フタル酸ジ-２-エチルヘキシル、フタル酸ジ-n-ブチル、アジピ
ン酸ジ-２-エチルヘキシル、ビスフェノールＡの５化学物質と人畜由来ホルモンが比
較的多くの河川から検出され、これらの物質が低濃度ではあるが河川水中に広く存在

することがあらためて確認された。検出された濃度の範囲や検出地点数の傾向は、平

成 10年度の調査結果と概ね同様であった。

・底質調査

  ノニルフェノール、フタル酸ジ-２-エチルヘキシル、ビスフェノールＡの３物質が
多くの地点で検出され、これらの物質が底質中に広く存在することがあらためて確認

された。特にノニルフェノール、フタル酸ジ-２-エチルヘキシルについては、一部の
地点で比較的高濃度の値がみられた。検出された濃度の範囲や検出地点数の傾向は、

平成 10年度の調査結果と概ね同様であった

・流入実態調査

  調査結果は流量測定や水質分析における誤差を含むものであること及び河川水中で
の調査対象物質の挙動には未解明の部分が多いことに留意する必要があるが、多摩川

及び淀川の一定区間におけるノニルフェノール、ビスフェノールＡ及び１７β－エス

トラジオールの調査において、これらの物質の増減の傾向が確認され、調査対象とし

ていない排出源の寄与等による増加や河川水中からの減少が示唆された。なお、現時

点においては、環境庁が実施した流入支川の調査におけるデータの精査が終了してお

らず、解析に含めることができなかったため、データの確定を待って、さらに検討を

加えることが必要である。

・通日調査

  多摩川における３日間の調査結果から、ノニルフェノール、ビスフェノールＡ及び
１７β－エストラジオールについて、経時変動があること、平日と休日ではその状況

に差があること等の可能性が示唆された。なお、BOD や SS 等の一般的な水質項目と
調査対象物質の相関はあまりないと考えられた。

・魚類調査

採捕した雄コイの一部で血清中にビテロゲニンが確認された。雄コイ２５２尾のう

ち、１７５尾は血清中のビテロゲニン濃度が 0.1μg／mL 未満、残りの７７尾は 0.1μg
／mL 以上であった。血清中にビテロゲニンが確認された雄コイの割合やビテロゲニン

濃度は、平成 10 年度の調査とほぼ同様であった。このビテロゲニンは、雄コイの体
内で生成されたと考えられる。

　雄コイが体内でビテロゲニンを生成する要因としては、同じ場所に生息する雌のコ

イが排出する女性ホルモン、餌等により摂取する女性ホルモン用作用を持つ植物性の

ホルモン様物質、河川水中の人畜由来の女性ホルモン、女性ホルモン様作用を持つ化
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学物質などが考えられるが、現時点では、調査した雄コイにビテロゲニンを生成させ

た要因を特定することはできなかった。

②下水道における調査

平成 11 年度調査では、より平均的なサンプルを得るためコンポジット採水を基本と
して行った。基本調査対象物質のうち、4-t-オクチルフェノールとフタル酸ブチルベ
ンジルを除く物質が全ての下水処理場の流入下水において定量下限値以上の濃度で検

出されており、平成 10 年度調査結果と併せて、これらの物質については流入下水中
に存在することが改めて確認された。

また、放流水については全ての下水処理場で検出されたのは、人畜由来の女性ホル

モンである 17β-エストラジオールのみであり、他の化学物質については検出頻度・
濃度とも大幅に低減しており、河川水の濃度と比較しても必ずしも高いレベルではな

いことから、下水処理場における一定の削減効果が、平成 10 年度に続き改めて確認
された。


